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ＪＳＬ児童に対する漢字指導研究 
―日本語能力の向上を目指した内容重視のアプローチを通じて― 

武蔵 祐子 

  本論は、筆者が日本語指導ボランティアとして JSL 児童の日本語指導に携わるなかで

抱えた課題を解決するべく試行錯誤した研究、実践に基づくものである。 

 

第 1章 問題の所在 

第 1章では、筆者が日本語支援の現場で抱えていた JSL児童の漢字習得という問題に焦

点をあて、JSL児童の漢字習得におけるつまずきがどこにあるのかを探った。 

筆者がＳ区で日本語支援をおこなう児童Ａの事例から、まだ日本語として理解していな

いことばに対して漢字が導入される場合、漢字の「字音」と「字義」のもととなる部分が

獲得されていないため、漢字の「字形・字音・字義」が結びつかず定着しないことが明ら

かになった。 

そこで、そのような現状を踏まえ、児童が既に知っていることば、すなわち児童が既に

漢字の「字音・字義」にあたる部分を理解していると考えられることばを中心に漢字指導

をおこない、児童の身近なことばから漢字指導をおこなう漢字指導実践Ⅰをおこなった。

この実践Ⅰでは、Ａが自分のことについて書いた、作文や感想文、発話の際に記録のため

に箇条書きしたメモなどをもとに、その中の仮名書きした部分に「書けなくてもいいから

漢字があるもの、または、知らないけれど漢字があるかもしれないと思うもの」に線を引

き、その部分を一緒に漢字に直していくという作業を通し漢字を導入した。 

その結果、次の 4点において変化が見られた。 

① 学習負担軽減の効果 

② 自己モニター能力の効果 

③ 漢字を「書く」ためのストラテジー使用の効果 

④ 漢字に対する分析力の効果 

この漢字指導実践Ⅰから、学習者が実際に使用したり理解したりできることばであれば、

すなわち、「字音」と「字義」のもととなる部分が獲得されていれば、そのことばに漢字を

導入し学習させることは比較的効果のある指導法となるとこが明らかになった。 

しかし一方で、「字義と字音があるところへ字形を導入する」という表現からも明らかな



ように、「文字としての漢字指導」という側面が強い指導でもあった。すなわち、JSL児童

がその理解できることばを獲得していく過程やそのための指導という視点を欠いた指導実

践であったともいえる。日本語指導者として JSL 児童の日本語支援に関わる以上、そのよ

うな学習者が理解できることばや使用できることばを獲得していく過程を大切にすべきで

あり、また、日本語能力全体の向上を図っていくような指導と並行してこそ、学習者が漢

字を学習する環境を整え、かつ効果的に漢字を学習することができるのではないかと考え

る。筆者が行った漢字存在感覚を意識した漢字指導実践Ⅰを評価しつつ、漢字を使ってど

のようなことができるようになることを望むのかという視点を大事にし、漢字を実際に使

用していくために必要となる日本語能力の育成を図る漢字指導、すなわち「総合的な日本

語能力の向上を図る日本語指導と合わせた漢字指導」を提案した。 

 

第２章 国語科教育における漢字指導 

第 2 章では、JSL 児童が漢字を学習し、漢字を使って学習する場である学校教育現場で

は、日本語母語児童に対しどのような漢字指導がおこなわれているのかを分析し、JSL 児

童の漢字指導で配慮すべき点を明らかにした。 

この分析から、日本語母語児童の漢字指導では、漢字は「学年別漢字配当表」により児

童に配慮された形で提示され、児童は教科書という文脈、そして既習の漢字と新出の漢字

のみで構成された教科書に支えられ漢字学習を進めていることが明らかになった。日本語

母語児童の漢字指導においては「文字としての漢字指導」という側面が強い漢字指導がお

こなわれているが、近年では「語彙・語句としての漢字指導」の必要性が叫ばれている。 

筆者の提案する「総合的な日本語能力の向上を図る日本語指導と合わせた漢字指導」は、

この「語彙・語句としての漢字指導」を含むが、より日本語の獲得・理解を視野に入れた

指導法であるといえる。 

 

第3章 日本語指導と漢字指導における認知心理学からの知見 

 ここでは、筆者の提案する「総合的な日本語能力の向上を図る日本語指導と合わせた漢

字指導」を「日本語指導」という側面と「漢字指導」という側面にわけ、それぞれ認知心

理学的知見を利用し、ことばを獲得するということ、漢字を学習するということについて

そのメカニズムや重要な要素を探った。 

 その結果、ことばに質的・量的な情報を付加することにより効率的な記憶を促す「精



緻化」という概念が利用できるのではないかと考えた。「精緻化」の効果を得るためには、

ことばや語彙や漢字を意味のある活動の中で使い、ことば同士、量的にも質的にも有効な

情報が付加された「精緻化」された状態を作り、その中でことばや漢字を学習することが

有効ではないかと考える。このような考えの元、児童が意味のある活動を通じてことばや

概念、漢字を学習するためにはどのような方法、アプローチが考えられるのか、その指導

方法について第 4章で扱った。 

 

第4章 JSL児童に対する内容重視の漢字指導の提案 

3章の認知心理学的知見を受け、意味のある活動を通じてことばや概念、漢字を学習する

ことが日本語習得、漢字習得において効果があることがわかった。そして、4章ではその指

導方法として内容重視のアプローチを検討した。 

内容重視のアプローチからは、テーマの選択、授業展開、評価について多くの知見を得

た。テーマに関しては、「それまで、子どもたちが母語で培ってきた『学ぶ力』に応じて、

その子どもたちが興味と知的な緊張感をもって取り組むことのできるトピックと活動を用

意しなければならない」という「トピック型」の JSL カリキュラムのトピックの選択方法

を参考にし、授業展開については、「トピック型」JSLカリキュラムに見られるような、言

語を「体験」「探求」「発信」という言語機能に分類し、それぞれの言語機能を伴う活動を

組み込みながら授業の展開を考えるという考え方と、Cummins & Swain（1996）の文脈へ

の依存度と認知力の必要度から必要とされる言語力をもとに学習者の学習負担や学習困難

な点を配慮し授業を展開する考え方を参考にした。また、評価に関しては評価をある到達

目標に対して「できた・できなかった」という評価ではなく「一人一人の子どもたちの実

態に応じて次の学習課題を提示するための評価」という視点を採用した。 

 以上の知見を踏まえ、5章の漢字指導実践をおこなった。 

 

第 5章 JSL児童に対する内容重視の漢字指導実践 

 4章で得た知見をもとに漢字指導実践をおこなった。 

主な授業の展開としては、一つのテーマを複数時間かけ各テーマに関する概念を「体験」

「探求」「発信」「振り返り」の 4 つの作業を盛り込むことで理解し、定着させるように努

めた。また、Cummins & Swainの４象限のＡ象限から D象限へと向かうように展開する

こと、および、学習内容だけでなく言語項目にも注意を払えるよう、読み書きを多く取り



入れた活動をおこなうことを心がけた。 

 このような授業展開の中で、理解できることばを増やしながら漢字を導入し、漢字の習

得によりさらに学習内容の理解を深めることを目指した。 

 この実践の成果については、「日本語指導」としての側面、「漢字指導」としての側面、

そして「概念の広がりと定着」「授業態度、意欲」という四つの観点に分け分析をおこなっ

た。 

その結果、「漢字指導」の観点からの分析では、次の 6点において変化がみられた。 

１）調べたり、まとめたりする作業の中で、自然に漢字を書き写したり、読んだりし、活

動の中で自然に漢字を習得する様子が伺えた。 

２）漢字を通して、意味のつながりを実感することができた。 

３）どのような部分に漢字が使われているのか、漢字に対して分析的になった。 

４）漢字を自分で部品にわけ、字形の習得を工夫していた。 

５）既習の漢字や文脈から漢字の読みや意味を推測する様子が観察された。 

６）練習する漢字を自分で選ばせることで、自分が学習している内容から、どの漢字を勉

強すれば自分にプラスになるのかを、考えたり、自分の生活と漢字を関係付けたりす

ることができた。 

 

「日本語指導」の観点からの分析では、以下の 3点において変化がみられた。 

７）書く活動を多く取り入れたことで、児童の書字の際の誤用の癖などの把握ができるよ

うになり、児童自身に意識させることができた。 

８）自分の表現したいことを日本語で表現する力がついた。 

９）相手を意識した日本語の使用へ―文末表現を意識した文章へ 

 また、「概念の広がりと定着」「授業態度・意欲」においても効果がみられた。実践の分

析としては、Ｂourke(2004)の漢字学習ストラテジーの使用とＪＳＬバンドスケール（川上

2004）による日本語能力の測定からも分析をおこなった。 

 漢字学習ストラテジーの使用においては、本実践によりさまざまな漢字学習ストラテジ

ーの使用がみられ、さまざまな感覚や方法を用いた漢字習得が組み込まれていることが明

らかになった。 

 ＪＳＬバンドスケールによる日本語能力の測定から、日本語能力においても順調に伸長

していることがうかがえた。 



第 6章 考察 

 ここでは、5章の実践の成果について考察し、内容重視のアプローチによる実践が以下の

ような関係のもとに成り立っていることを明らかにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6章 まとめと今後の課題 

 7章では本論の総括をおこない、今後の課題として以下の 4点を提示した。 

① 漢字指導を全く受けたことのない JSL児童に対する初期の漢字指導を考えること。 

② 異年齢の児童に対する実践を行うことで、JSL児童の年齢や認知的社会的な発達の違い

に応じた漢字習得について研究し、年齢や認知的社会的な発達の違いに応じた漢字指導

を提示すること。 

③ 筆者の提案する質的な漢字指導と、その一方で求められる量的な漢字指導がその育成を

目指す能力の違いやその二つの指導の関係などについて研究し、質的な漢字指導と量的

な漢字指導の二つのアプローチにより JSL 児童の漢字習得を支援していく環境を整え

ること。 

④ 「総合的な日本語能力の向上を図る日本語指導とあわせた漢字指導」を継続し、この実

践で育成した力が、在籍学級での「学び」にどのようにつながっているのかを明らかに

すること。 
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